
第
四
節
　
学
校
生
活
と
生
徒
の
気
質
の
変
化

一
　
男
女
別
生
徒
数
お
よ
び
比
率
の
推
移

　
戦
後
の
民
主
的
な
学
校
制
度
改
革
の
眼
目
の
一
つ
が
男
女
共
学
で
あ
っ
た
。
長
野
県
下
で
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
度
よ
り

逐
次
男
女
共
学
が
実
施
さ
れ
、
か
つ
て
旧
制
中
学
校
で
あ
っ
た
高
校
で
は
、
翌
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
度
に
長
野
北
高
校
（
現
在

の
長
野
高
校
）
と
松
本
深
志
高
校
が
ま
ず
男
女
共
学
と
な
っ
た
。
本
校
も
そ
の
翌
年
度
の
一
九
四
七
（
昭
和
二
五
）
年
度
よ
り
男
女
共

学
と
な
り
、
初
め
て
女
子
生
徒
十
三
人
が
入
学
し
た
。

　
全
学
年
と
も
女
子
が
在
籍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
度
以
降
で
あ
る
。
こ
の
年
度
の
女
子
生
徒
数
は

全
校
生
徒
七
百
五
十
人
の
う
ち
五
十
五
人
で
、
全
体
の
七
％
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
年
度
を
追
う
に
し
た
が
っ
て
増
加

し
、
男
女
共
学
の
開
始
か
ら
十
年
後
の
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
度
に
は
、
女
子
生
徒
の
比
率
は
早
く
も
十
％
を
超
え
た
。
そ
の

後
も
女
子
生
徒
の
数
は
着
実
に
増
え
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
度
に
は
三
十
％
を
超
え
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
度
に
は
、

つ
い
に
四
十
％
を
超
え
る
に
い
た
っ
た
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
四
十
％
台
で
次
第
に
増
え
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
度
に
は

四
十
九
・
二
％
に
達
し
、
過
去
最
高
の
比
率
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
降
の
最
近
十
年
間
ほ
ど
は
、
四
十
％
台
半
ば
か
ら
後
半

で
推
移
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
男
女
共
学
の
導
入
に
と
も
な
う
女
子
生
徒
数
の
比
率
の
増
加
は
、
戦
後
の
民
主
的
風
潮
と
と
も
に
、
本
校
の
校
風
や
生

徒
の
気
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
旧
制
中
学
校
時
代
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
バ
ン
カ
ラ
」
な
校
風
や
気
質
は
次
第
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